
日本学術振興会に紙媒体で提出する必要はありません。
【研究代表者・所属研究機関控】

２版

２版様　式　Ｆ－７－２

　２．課題番号

５．研究実績の概要

６．キーワード

７．研究発表

〔雑誌論文〕　計0件

〔学会発表〕　計0件

〔図書〕　計0件

８．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

９．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１０．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１１．備考

－

教授

佐藤　実

３．研究課題名

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）実績報告書（研究実績報告書）

機関番号

所属研究機関名称
３２６０４

研究
代表者

大妻女子大学

比較文化学部部局

職

氏名

希真正答　王岱輿　中国イスラーム

１．研究種目名　　　

  近世中国におけるムスリムの問答体文献の研究

15K02037  基盤研究(C)（一般）

本研究では中国ムスリム哲学者、王岱輿の弟子達がまとめた問答集『希真正答』を俎上にのぼし、その特徴を検討した。 
まず『希真正答』の特徴は王岱輿と問答をする相手が、ムスリム以外に道士、仏僧さらには儒学を修めた郷紳といった中国の伝統的思想を網羅する人物であると
ころにある。ただし仔細に見ると『希真正答』は儒仏道の三強とイスラムからの全般的な問答集であるのにたいし、「客問」はムスリムと、「剰語」は仏教徒と
のそれぞれ問答集となっているといえる。 
さらに客の受け答えの描写にも特徴が見られた。『希真正答』と「剰語」では「客沈思云」「客不能答」「僧無言」「僧泣拜而去」といった客の言いよどむ様が
表現されていて、回答者である王岱輿に説得、納得させられる形になっている。これはムスリムとの対話を中心とした「附録」には見られない。その「附録」で
は、身の回りにおける自然科学分野に関する質問などがなされ、モスクを中心とするコミュニティ内のムスリム達が、知識人としての王岱輿に日常において気づ
く疑問について質問したものをまとめたものであるといえる。 
また問答という形式の意味を考えるに、「又序」が引用する「経に云わく、正道は種子の如く、問答は滋生の若し」とあるように、ムスリムとしては問答によっ
て成長していくという思考が基本にある。その考え方は「又序」が冒頭で引用する『論語』雍也篇「夫れ仁者は、己れ立たんと欲して人を立て、己れ達せんと欲
して人を達す」に接続する。この孔子の言葉を体現するのが本書『希真正答』である、と「又序」はいう。こうした「立人……達人」のために問答が求められ
た。『論語』がそもそも問答を含む対話集であった。そして、「時の士、唯だ文字に泥み、真知に務めず」（「又序」）という状況に対し、文字ではない問答
（結果的にはその問答を文字化したものを読むことになるとはいえ）によって真の知を追い求めようとしたといえる。
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